
　

計画の名称 計画の期間 平成２９年度～令和３年度

交付対象 事後評価の実施時期 令和５年７月

当初現況値
(H29年度当初)

最終目標値
(R3年度末)

上記指標に関連する事業

番　　号： A13-004 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： H29～R3 全体事業費： 百万円

番　　号： A13-001 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： H29～R3 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名 石神西立野地区土地区画整理事業

事業内容・事業実施期間・全体事業費 都市再生区画　A=99.1ha 1,269

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

２．特記事項（今後の方針等）
令和4年度以降も、川口市社会資本総合整備計画にて、効率化、予算の重点配分等を検討しながら、区画整理事業による地区の整備を推進し、第3期目標の達成を図る。

事業名 里地区土地区画整理事業

事業内容・事業実施期間・全体事業費 都市再生区画　A=80.7ha 2,370

Ⅱ　定量的指標の達成状況
評価する指標 最終実績値

1-1 　土地区画整理事業地区内及び周辺の鉄道駅利用者数（人）
　　　＝（埼玉高速鉄道㈱がホームページ上で公表する戸塚安行駅及び鳩ヶ谷駅の1日当り
          利用者数）

17,010人 18,168人 18,579人

目標値と実績値
に差が出た要因

区画整理事業の進捗により地区内人口が増加した結果、目標値を達成できた。

社会資本整備総合交付金　評価チェックシート

川口市社会資本総合整備重点計画

川口市

１.事業効果の発現状況及び目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関連する
　　　　交付対象事業の効果の発現状況

幹線道路や生活道路の整備の結果、水道・排水設備等のライフラインが整備された良好な宅地の割合が増加し、対象地区内の地区人口も順調に
推移している。



　

計画の名称 計画の期間 平成２９年度～令和３年度

交付対象 事後評価の実施時期 令和５年７月

当初現況値
(H29年度当初)

最終目標値
(R3年度末)

上記指標に関連する事業

番　　号： A13-004 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： H29～R3 全体事業費： 百万円

番　　号： A13-001 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： H29～R3 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円

番　　号： 事 業 名 ：

事業内容： 事業実施期間： 全体事業費： 百万円事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費 都市再生区画　A=99.1ha

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費

事業名

事業内容・事業実施期間・全体事業費 都市再生区画　A=80.7ha

54% 56%

目標値と実績値
に差が出た要因

区画整理事業の進捗により一定水準の住環境と交通網が整備されており、対象地区内の道路整備が当初の予定よ
りも進んだ結果、目標値を達成できた。

２．特記事項（今後の方針等）

Ⅱ　定量的指標の達成状況
評価する指標 最終実績値

2-1　対象地区内における地区内道路の整備率（％）
　　 ＝Σ（対象地区内整備済み道路延長）/Σ（対象地区内計画道路延長） 50%

事業名

2,370

令和4年度以降も、川口市社会資本総合整備計画にて、効率化、予算の重点配分等を検討しながら当該事業を継続していく。

里地区土地区画整理事業

社会資本整備総合交付金　評価チェックシート

川口市社会資本総合整備重点計画

川口市

１.事業効果の発現状況及び目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関連する
　　　　交付対象事業の効果の発現状況

地区内道路の整備により狭あい道路の解消が進み、緊急車両の通行における安全性・利便性が向上し、防災面からの改善が進んでいる。
    整備済み道路延長（H29年度当初）　　約24,500m →（R3年度末（R4年度繰越分含む））　　約27,500m　　※対象2地区の合計

石神西立野地区土地区画整理事業

1,269


